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感
　
謝

土
浦
日
本
大
学
高
等
学
校
硬
式
野
球
部

主
将
　
塚
原
　
歩ふ

う

ま
生
真

八
月
に
阪
神
甲
子
園
球
場
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
第
一
〇
五
回
全
国
高
等
学
校
野

球
選
手
権
記
念
大
会
に
お
い
て
、
全
国
ベ

ス
ト
４
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
を
通
じ
て
、
生
徒
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
、
学
校
関
係
者
や
保
護
者
の

方
々
、
地
元
の
皆
様
な
ど
、
応
援
し
て
下

さ
る
す
べ
て
の
方
々
の
「
思
い
」
が
ひ
と

つ
に
な
り
、
最
高
の
結
果
に
結
び
つ
い
た

と
感
じ
ま
し
た
。
試
合
の
チ
ャ
ン
ス
の
場

面
や
劣
勢
の
場
面
で
も
、
そ
う
し
た
応
援

が
追
い
風
と
な
っ
て
自
分
た
ち
の
背
中
を

押
し
て
く
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
高
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
日
々
「
感
謝
」
を
胸
に
自
分

た
ち
は
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
再
認
識
す
る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

熱
い
声
援
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
と
も
本
校
硬
式
野
球
部

へ
の
応
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

土浦日大　BEST4
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第
二
小
学
校 

市
民
体
育
祭

四
年
振
り
で
開
催
さ
れ
た
第
二
小

学
校
で
の
市
民
体
育
祭
。
例
年
に
比

べ
規
模
を
縮
小
し
て
午
前
中
の
み
の

開
催
で
し
た
。
花
形
の
リ
レ
ー
な

ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
○
×

ク
イ
ズ
や
大
玉
送
り
、
綱
引
き
な
ど
、

子
ど
も
と
大
人
が
一
緒
に
な
っ
て
楽

し
め
る
内
容

で
し
た
。
本

来
で
し
た
ら
、

も
っ
と
沢
山

の
種
目
を
楽

し
め
た
は
ず

な
の
で
す
が
、

み
ん
な
で
集

ま
っ
て
楽
し
く
過
ご
せ
た
こ
と
で
、
市

民
体
育
祭
の
役
割
を
果
た
せ
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
町
内
会
の
皆
さ
ま
の
、

交
流
の
場
を
作
ろ
う
と
す
る
熱
い
思

い
も
伝
わ
っ
た
も
の
で
し
た
。

来
年
か
ら
は
従
来
通
り
の
形
で
、

楽
し
く
み
ん
な
で
お
弁
当
も
食
べ
ら

れ
る
市
民
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す

よ
う
に
。�

（
今
野
貴
子
）

東
小
学
校
　
市
民
体
育
祭

ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
　
田
中
よ
し
の
り

十
月
八
日
、
四
年
振
り
に
東
小
地

区
市
民
体
育
祭

が
行
わ
れ
ま
し

た
。開

催
決
定
段

階
で
は
十
町
内

中
六
町
内
が
開

催
に
賛
成
し
て

頂
き
開
催
を
決

定
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
日

の
競
技
参
加
町

内
は
五
町
内
と

な
り
ま
し
た

が
、
以
前
の
よ

う
に
熱
気
溢
れ
る
競
技
と
声
援
で
盛

り
上
が
り
、
素
晴
ら
し
い
体
育
祭
と

な
り
ま
し
た
。

改
め
て
町
内
の
絆
と
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
も
ま
た
今
回
以
上
に
参
加
町

内
を
増
や
し
東
小
地
区
の
団
結
活
性

を
邁
進
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

下
高
津
小
学
校
　
市
民
体
育
祭

十
月
一
日
、
四
年
振
り
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
下
小
地
区
市
民
体
育
祭
。

安
藤
市
長
に
も
ご
臨
席
頂
き
、
午
前

中
ま
で
の
体
育
祭
。
年
輩
者
と
未
就

学
児
の
お
土
産
拾
い
、
従
来
の
変
更

種
目
と
し
て
、
誰
で
も
出
来
る
ボ
ッ

チ
ャ
、
モ
ル
ッ
ク
、
ア
キ
ュ
ラ
シ
―

の
ニ
ュ
―
ス
ポ
―
ツ
の
三
種
目
で
、

町
内
対
抗
と
個
人
戦
で
競
い
ま
し

た
。
幼
稚

園
児
か
ら

年
輩
者
の

た
く
さ
ん

の
参
加
者

で
賑
わ
い

ま
し
た
。

来
年
度
も

た
く
さ
ん

の
ご
参
加

を
お
待
ち

し
て
お
り

ま
す
。

（
野
口
貴
代
）

市
民
体
育
祭

日
時
：
令
和
五
年
十
月
十
四
日
㈯
　

場
所
：
茨
城
県
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

―
土
浦
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
主
催
―

�

（
敬
称
略
）

◆
最
優
秀
賞

【
下
高
津
小
】�

君
山　
　

諒 （
三
年
）

◆
優
秀
賞

【
下
高
津
小
】�

飯
田　

稀
子
（
六
年
）

�

増
子　

夢
芽
（
六
年
）

�

磯
野　

夢
椰
（
一
年
）

【
東
小
】�

岡
田　

晴
琉
（
四
年
）

◆
優
良
賞

【
土
浦
四
中
】�

中
川　

椿
喜
（
八
年
）

【
下
高
津
小
】�

来
栖　

愛
菜
（
六
年
）

�

古
味　

柚
希
（
五
年
）

�

佐
藤　

綺
音
（
二
年
）

【
土
浦
二
小
】�

須
藤　

蒼
空
（
一
年
）

【
東
小
】�

關
戸　
　

奏
（
四
年
）

�

塚
田
ひ
か
り
（
二
年
）
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四中地区公民館まつり＆コンサート
福
祉
部
部
長
　
為
頭
　
れ
い
子

　

公
民
館
ま
つ
り
が
四
年
振
り
に

開
催
さ
れ
、
福
祉
部
は
二
十
名
が

参
加
。
受
付
、
障
が
い
者
施
設
の

作
品
や
パ
ン
等
、
焼
そ
ば
、
飲
料

販
売
と
多
種
に
渡
り
皆
頑
張
り
ま

し
た
。
大
勢
の
お
客
様
を
お
迎
え

し
て
賑
や
か
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
四
中
地
区
に
乾
杯
‼

環
境
部
副
部
長
　
金
子
　
愛
子

　

コ
ロ
ナ
が
緩
和
さ
れ
四
年
ぶ
り

に
公
民
館
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

雨
が
降
り
寒
さ
も
あ
る
中
、
大
勢

の
方
に
来
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

環
境
部
の
バ
ザ
ー
・
ア
ク
リ
ル
た

わ
し
作
り
に
大
勢
来
て
も
ら
え
ま

し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
部
長
　
樋
口
洋
一

　

来
場
者
の
お
楽
し
み
と
し
て

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
、
的
当
て
ゲ
ー

ム
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
握
力
測
定

の
四
つ
の
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
ま

し
た
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
や
的
当

て
で
高
得
点
が
出
た
時
に
は
歓
声

が
あ
が
り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
部
　
高
橋
　
潤
子

　

あ
い
に
く
の
お
天
気
で
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
が
積
極
的
に
声

を
か
け
、
販
売
し
て
い
る
姿
が
微

笑
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。
最
近
で

は
、
地
域
交
流
の
機
会
が
減
っ
て

し
ま
っ
た
中
、
久
し
ぶ
り
の
公
民

館
祭
り
の
開
催
で
、
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
楽
し
め
た
と
思
い
ま
す
。

文
化
広
報
部
部
長
　
野
口
　
貴
代

　

四
年
振
り
に
開
催
さ
れ
た
公
民

館
ま
つ
り
、
午
前
中
は
あ
い
に
く

の
雨
模
様
で
し
た
。
今
年
は
、
従

来
の
ス
テ
ー
ジ
の
形
式
を
変
え
、

発
表
の
場
と
し
て
開
催
。
午
前
中

は
同
好
会
の
発
表
会
、
午
後
は
土

浦
交
響
楽
団
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と

土
浦
第
二
小
合
唱
団
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。次
年
度
は
、

よ
り
多
く
の
地
域
の
皆
々
様
に
来

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ス
テ
ー
ジ

に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
就
任
ご
挨
拶

指
導
員
　
冨
島
　
　
進

四
月
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
を

担
当
さ
せ
い
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

指
導
員
の
冨
島
進
と
申
し
ま
す
。
昨
年

度
の
三
月
に
土
浦
四
中
を
最
後
に
退
職

い
た
し
ま
し
た
。
私
は
こ
の
四
中
地
区

と
は
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
、
地
域
の

皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
退
職
後
も
四
中
地
区
公
民
館
で
働

か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
こ

で
も
懐
か
し
い
皆
様
と
再
び
交
流
が
で

き
、大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
で
体
験
し
た
こ
と

で
、
自
信
を
も
っ
て
学
校
生
活
を
送
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
将
来
的
に
は
自
分
の

活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

令
和
五
年
度
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ

ブ
に
は
十
七
名
の
四
中
地
区
小
学
校
の

児
童
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
科
学
や
ス

ポ
ー
ツ
、
日
本
の
伝
統
や
食
文
化
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
公
民
館
ま

つ
り
で
は
、
物
品
の
販
売
も
体
験
し
ま

し
た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
楽
し

さ
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

五　

月　

�

開
講
式
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

六　

月　

�

朝
日
里
山
と
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク

七　

月　

お
も
し
ろ
理
科
実
験

八　

月　

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

九　

月　

座
禅
体
験
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

十　

月　

�

森
林
・
林
業
体
験
、
公
民

館
祭
り

十
二
月　

生
け
花

一　

月　

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

二　

月　

�

肉
ま
ん
づ
く
り
、
閉
講
式

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
感
想

　
　
　
下
高
津
小
学
校六

年
　 

稲
村
　
　
漣れ

ん

私
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
で
の

一
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
て
、
一
番

心
に
残
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
九

月
十
日
の
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
行
っ
た
こ
と

で
す
。

そ
の
日
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

の
全
員
が
出
席
し
て
い
て
、
普
段
は

入
る
こ
と
の
で
き
な
い
部
屋
に
も
入

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
展

示
館
に
は
大
き
な
ド
ー
ム
状
の
地
球

儀
が
あ
り
、
本
物
で
は
な
い
け
れ
ど

す
ご
く
立
体
的
に
再
現
さ
れ
て
い
て
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
お
み
や
げ
を

四
中
地
区
ス
ポ
�
ツ
協
会

活
動
報
告

今
年
度
も
、
た
く
さ
ん
の
ご
参
加

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
た
ち
四
中
地
区
ス
ポ
―
ツ
協
会

は
、
十
名
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
我
が
関
山
達
朗
委
員
が
、

買
う
と
こ
ろ
に
は
、
い
っ
ぱ
い
の
お

み
や
げ
が
あ
り
、
何
を
買
お
う
か
悩

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

私
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
に
入
っ

て
、
た
く
さ
ん
の
友
達
と
楽
し
い
思

い
出
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
今
度
入

る
時
に
は
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
友

達
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
十
年
勤
続
で
全
国
ス
ポ
―
ツ
推
進

委
員
研
究
協
議
会
よ
り
、
ま
た
功
労

者
と
し
て
関
東
ス
ポ
―
ツ
推
進
委
員

研
究
大
会
よ
り
表
彰
を
さ
れ
、
そ
し

て
、
名
知
原
利
和
委
員
が
、
十
年
勤

続
で
茨
城
県
ス
ポ
―
ツ
推
進
委
員
協

議
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
に
吉
田
実
委
員
長
が
就
任
し

て
、
今
年
度
の
活
動
は
、
当
初
六
月
に

予
定
し
て
い
た
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
雨
天
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

七
月
八
日
に
は
、
四
中
体
育
館
で
ボ
ッ

チ
ャ
大
会
、
十
一
月
十
九
日
に
は
、
四

中
校
庭
で
モ
ル
ッ
ク
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
三
月
三
日
に
は
、
四
中
に
て

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
大
会
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
四
中
地
区
の
皆
さ
ま

の
交
流
の
場
と
し
て
健
康
づ
く
り
に

お
役
に
立
て
ま
す
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。�

（
野
口
貴
代
）

【
年
間
活
動
報
告
】
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情
報
情
報

二
小

後期公民館講座令和 ５ 年 度

新年の祝い飾りをつくる

ドライフラワーの正月飾りドライフラワーの正月飾り
講師：高須由加里 
（Flower Shop Flody）

音楽に合わせて体力づくり

たのしく元気に！
ゆるっとエアロビ２
講師：富田恵里子

ひとつの鉢で冬花やかに

華やかな冬の寄せ植え
講師：熊澤康子

初歩から学んでいます

はじめてのハーモニカ
講師：那須トミ子

(NHC会員 )

ピアノが弾けるって楽しいね

初心者限定！
体験ピアノ教室
講師：栗原都志江 講師：長谷川良子

県立歴史館出前講座
江戸時代の水郷めぐり旅

皆さん、江戸時代にタイムスリップ

地
域
と
と
も
に
あ
る
合
唱
団
と
し
て

土
浦
第
二
小
学
校
　
坂
本
　
恵
美
先
生

今
年
度
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ン
ク
ー
ル
関

東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
や
全
日
本

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
茨
城
代
表
と
し

て
出
場
し
、
県
外
で
も
歌
声
を
披
露

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

四
中
地

区
公
民

館
ま
つ

り
で
の

演
奏
で

は
、
地

域
の
皆

様
の
笑

顔
や
温

か
い
お

言
葉
に

触
れ
る

嬉
し
い

機
会
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
歌
う
喜
び
を
新
た
に
す
る
経
験

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
地

域
と
と
も
に
あ
る
合
唱
団
で
あ
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

・
ハ
ン
チ
バ
ッ
ク

　
　
市
川 

沙
央
　
文
藝
春
秋

・
極
楽
征
夷
大
将
軍

　
　
垣
根 

涼
介
　
文
藝
春
秋

・
木
挽
町
の
あ
だ
討
ち

　
　
永
井 

紗
耶
子
　
新
潮
社

・
汝
、
星
の
ご
と
く

　
　
凪
良 

ゆ
う
　 

講
談
社

・
こ
の
夏
の
星
を
見
る

　
　
辻
村 

深KAD
O
KAW

A

・
希
望
の
糸

　
　
東
野 

圭
吾
　
講
談
社
文
庫

・
夜
明
け
の
す
べ
て

　
　
瀬
尾 

ま
い
こ
　
文
春
文
庫

・
イ
ラ
ス
ト
・
図
解
で
ま
る
っ
と
　

わ
か
る
！
家
族
で
そ
な
え
る

　
　
防
災
・
被
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

　
　
イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス

・
大
ピ
ン
チ
ず
か
ん 

　
　

　
　
鈴
木 

の
り
た
け
　
小
学
館

■
図
書
室
利
用
ガ
イ
ド

利
用
時
間
：
９
時
〜
17
時
　
休
館
：
月
曜
・

祝
日
等

ど
な
た
で
も
自
由
に
お
使
い
い
た
だ
け
ま

す
。
皆
さ
ま
が
気
持
ち
よ
く
ご
利
用
頂
け

る
よ
う
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

本
の
貸
し
出
し
を
希
望
す
る
方
は
、
事
務

室
横
の
貸
出
簿
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

新
刊
図
書
案
内



（ 6 ）

愛
宕
神
社
は
、

下
高
津
二
丁
目
八

番
一
号
に
あ
る
神

社
。
旧
水
戸
街
道

沿
い
の
桜
川
右
岸

の
西
台
地
に
鎮
座

し
て
い
る
。
玉
垣

の
石
段
を
上
る
と

御
神
燈
一
対
（
天

保
五
・
一
八
三
四

年
）、
石
造
明
神

鳥
居
一
基
（
享
保

五
年
）
を
潜
り
、

参
道
の
石
段
を
更

に
上
る
と
正
面
に

社
殿
が
あ
る
。

神
社
の
由
緒
沿

革
は
、
天

て
ん
ぎ
ょ
う慶

年
間

（
九
三
八
～
九
四
七
年
）
平
貞
盛
が
、
東
国
平
定
戦
勝
祈
願
の
為
、

軻か

ぐ

つ
遇
突
知ち
の
み
こ
と

命
の
神
霊
を
勧か
ん
じ
ょ
う請

し
て
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
戦
国
時
代
、
土
浦
城
主
菅
谷
伊
豫
守
が
、
崇
拝
し
祭
礼
を
行
っ

て
い
た
。
江
戸
時
代
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
、
土
浦
城
主
土
屋
数

直
が
、
崇
敬
神
社
と
し
て
土
浦
城
の
表
鬼
門
除よ

け
と
し
て
奉
斎
、
社

殿
を
改
築
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
創
建
は
不
明
な
点
も
あ
る
。

そ
の
後
の
文
献
等
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
城
主
土
屋
数
直
が
延
宝
七

（
一
六
七
九
）
年
岩
間
愛
宕
神
社
分
霊
と
し
て
創
建
さ
れ
た
。
元
禄

十
二
（
一
六
九
九
）
年
に
社
殿
が
焼
失
し
、
同
十
三
年
造
営
、
現
在

の
社
殿
は
、文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

�

（
次
号
に
続
く
）

事務局　四中地区公民館内　☎824-9330 環境に配慮し、再生紙・植物油インキを
使用しています。

編
集
後
記

編
集
後
記

　

広
報
紙｢

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば｣

第
39

号
を
お
読
み
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
誇
ら
し
い
活
躍
の
土
浦
日

大
高
校
野
球
部
、
土
浦
第
二
小
学
校

合
唱
団
な
ど
の
情
報
は
い
か
が
で
し

た
か
。
文
化
広
報
部
一
同
、
本
紙
を

通
じ
て
四
中
地
区
に
つ
い
て
知
っ
て

頂
き
地
域
の
繋
が
り
が
深
ま
る
一
助

と
な
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
執

筆
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
石
原
恒
人
）

　

四
年
ぶ
り
の
公
民
館
ま
つ
り
を
無

事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事
務
局
職
員
の
多
く
は
初
め
て
の
公

民
館
ま
つ
り
。
準
備
・
当
日
の
運
営
・

片
付
け
等
、
市
民
委
員
会
の
皆
様
を

は
じ
め
、
多
く
の
方
が
協
力
し
合
い

な
が
ら
ま
つ
り
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
を
と
て
も
有
難
く
感
じ
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
改
め
て
深

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

事
務
局
よ
り

宝ほ
う
き
ょ
う
さ
ん

篋
山
登と

ざ
ん山

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
部
長
　
樋
口
洋
一

十
二
月
九
日
好
天
の
中
、
四
中
地

区
内
参
加
者
を
含
め
二
五
名
で
宝
篋

山
登
山
を
行
い
ま
し
た
。
小
田
休
憩

所
を
九
時
十
五
分
に
出
発
、
山
頂
で

休
憩
、
小
田
城
コ
ー
ス
で
下
山
し
小

田
城
址
ま
で
歩
き
ま
し
た
。
山
頂
か

ら
の
景
色
は
格
別
で
関
東
平
野
を
一

望
で
き
ま
し
た
。
あ
い
に
く
霞
が
か

か
り
富
士
山
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
大
変
だ
っ
た
け
れ

ど
皆
で
歩
い
た
の
で
楽
し
か
っ
た
で
す
」

と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は

恒
例
と
な
っ
て
お
り
、
次
年
度
も
開
催

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

愛宕神社の歴史をたどる（一）愛宕神社の歴史をたどる（一）愛宕神社の歴史をたどる（一）
あたごあたごあたご じんじゃじんじゃじんじゃ

文化広報部　村山陽一


